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運動への意欲を高める体育科の学習指導法に関する研究 
―仲間とのかかわりを深める器械運動の実践を通して― 

  
 
 
 

広島市立五月が丘小学校教諭  吉 田 昌 史 
 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

 
 日常生活における運動遊びの減少や精神的なスト

レスの増大など，児童の成育環境の変化に伴い，体

力・運動能力の低下や活発に運動をする者とそうで

ない者との二極化が指摘されている。 

このような状況の中，小学校体育科では『小学校

学習指導要領解説体育編』において，今回の学習指

導要領改訂の方針の一つとして 

 

 

 

を挙げている。 

しかしながら，これまでの自身の授業実践を振り

返ってみると，運動を得意とする児童は運動への意

欲が高いが，運動を苦手とする児童は，運動への意

欲が低く，運動する喜びを味わうことができない状

況が見られた。また，児童への聞き取りから，意欲

の低い児童は，技能差だけではなく，運動場面で仲

間とうまくかかわれていないということから，運動

する喜びを味わえていないことが原因の一つである

ことも分かった。これは，教師が，子どもたちのか

かわりをどのように引き出して学習のねらいにせま

っていくのか，かかわりをどのように質的に深めて

いくのかということについて，具体的な構想がもて

ずにいたからだと考える。 

 そこで本研究では，仲間とのかかわりを深めると

いう視点から，指導の手だてを工夫し，仲間と運動

することの喜びを十分に味わわせることが，児童の

運動への意欲を高めることにつながるのではないか

と考える。 
 

Ⅱ 研究の方法 

 
児童が仲間とのかかわりを深めることを通して，

運動への意欲を高めることのできる学習指導の在り

方を追究する。 
 
Ⅲ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

(1)  運動への意欲について 

 『小学校学習指導要領解説体育編』には，体育科

の目標として， 
 
 
 
 
と示されている。そして，「運動に親しむ資質や能力

を育てる」については，児童が生涯にわたって運動

やスポーツを豊かに実践していくための基礎を培う

ことを重視するために強調したものと位置付け，「運

動に親しむ資質や能力」の一つに「運動への関心や

自ら運動をする意欲」を示している。 
児童は，運動が「できるようになりたい」「上手に

なりたい」など，達成欲求をもっている。教師は，

一人一人の児童に応じて達成欲求を満たすことがで

きるようにすることが大切である。達成欲求を満た

すことができれば，喜びや満足感を味わい，「またや

りたい」「もっと上手になりたい」など，運動への意

欲が高まると考える。 
(2)  運動への意欲と仲間とのかかわりの関連性に

ついて 

岩田靖は，「『関心・意欲』というものは，子ども

心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と
健康・安全についての理解を通して，運動に親しむ
資質や能力を育てるとともに，健康の保持増進と体
力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育
てる。 

児童の発達的特性を考慮した運動に仲間と豊か

にかかわりながら取り組むことによって，各種の運

動に親しみ運動が好きになるようにすること。 
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の運動に対する興味や関心をできる限り大切にする

という授業の前提の意味だけでなく，授業における

教師の能動的な働きかけや子ども同士のかかわり合

いを通して積極的に，そして豊かに育てられるべき

対象としてとらえるべきであろう。」と述べている。

このことから，教師の能動的な働きかけにより，仲

間とのかかわりを深めることが，運動への意欲を高

めることにつながると考える。 
(3) 「仲間とのかかわりを深める」とは  

本研究では，「仲間とのかかわりを深める」という

ことを，「仲間と課題を解決していく中で，意見を出

し合ったり，互いに励まし合ったり，教え合ったり，

よさを認め合ったりしながら，運動する喜びを共有

できる人間関係を築くこと」と考え，仲間とのかか

わりを深めている状態を以下の視点でとらえること

とした。 
 
 
 
(4) 仲間とのかかわりを深める器械運動について 

平成 11 年における『小学校学習指導要領』の改訂

により，『小学校学習指導要領解説体育編』では，「器

械運動」領域において 
 
 
 
という内容が新たに加えられた。また， 
 
 
 
と記されている。本来，器械運動は個人的な達成型

の運動としてとらえられがちであるが，集団で，一

つの演技に取り組むことにより，一人一人のできる

技を用いて動きを組み合わせたり，仲間と動きを合

わせることで動きの質を高めたり，仲間とともに作

品を創り上げていく喜び，発表を見る楽しさや発表

する緊張感や達成感などを引き出したりすることが

できると考える。 
(5)  指導の手だてについて 

「仲間とのかかわりを深める」ことを意図した授

業を行うためには，前述した三つの視点に沿って，

「場の設定」「教具の工夫」「教師の働きかけ」を行

うことが必要であると考える。そこで，次のような

指導の手だてを工夫した(表１)。 
 

表１ 仲間とのかかわりを深める具体的な指導の手だて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 授業実践と結果の分析・考察 
(1) 授業実践の単元計画 
 広島市立Ａ小学校第４学年を対象に「集団マット」

の単元計画を作成し，平成 17 年 11 月 4 日～11 月 29

日に授業を実施した（表２）。 
 

・ 仲間と意見を出そうとしたり，受け入れよう
としたりする     

・ 仲間と励まし合い，教え合おうとする 
・ 仲間のよさを認め合おうとする 

運動に集団で取り組み，一人一人ができる技を組

み合わせ，調子を合わせて演技するような活動に発

展させることもできる。 

一人一人が自己の課題をもって自発的・自主的な
工夫をしながら取り組み，仲間で互いに励まし合
い，助け合って，学習を進めていくように指導して
いくことが大切である。 

具体的な指導の手だて 
指導の手だての視点 

場の設定 教具の工夫 教師の働きかけ 

仲間と意見を出そう

としたり，受け入れよ

うとしたりする 

・ペアやグループでの演技

を考える「演技の構成を考

える場」を設定する。 

・児童が，集団演技づくりを考える

場面において，演技の構成を視覚的

に確認することのできる「ホワイト

ボード」と「マットの使い方カード」

を活用する。 

・教師が，集団演技づくりを考える場面において，

個々の意見に対して，意見を受容する雰囲気や安

心感をもてるように，積極的に言葉かけを行う。 

仲間と励まし合い，教

え合おうとする 

・児童がペアで，グループ

で，ペアグループでと互い

の演技を相互評価する「見

合いの場」を設定する。 

・児童が練習場面において，アドバ

イスの視点を焦点化することのでき

る「技のポイントカード」を活用す

る。 
 

・「一声運動」として，教師が児童に肯定的なか

かわりのポイントを提示し，成功した時のほめ方

や失敗したときのアドバイスの仕方を教え，積極

的に言葉かけを行う。 
 

仲間のよさを認め合

おうとする 

・毎授業終了時に，児童が

グループの仲間のよかっ

た点について，全体で賞賛

し合う「振り返りの場」を

設定する。 
 

・「意欲面」「仲間とのかかわり」な

どの観点から，仲間のよかった点を

記入することのできる「学習カード」

を活用する。 

・教師が課題に積極的に取り組んでいる児童や，

仲間のよさや頑張りを認める発言や行動に対し

て言葉かけを行い，全体に紹介する。 
・教師が，仲間のよさや頑張りについて記述され

た，児童の体育日記を毎時間，授業始めに全体に

紹介する。 
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表２ 単元計画 
時 1 2 3 4 5 6 7 8

め あ て
  （分 ）

学 習 の イ メ ー ジ を つ
か む

ペ ア で 「 同 時 に 」 と い
う 感 じ を つ か む

ペ ア や グ ル ー プ で 「 同
時 に 」 と い う 感 じ を つ
か む

ペ ア や グ ル ー プ で 「順
番 に 」 と い う 感 じ を つ
か む

グ ル ー プ で 「 は じ め 」
「な か 」「 お わ り 」の 集
団 演 技 を 考 え る

グ ル ー プ で 試 し な が
ら 集 団 演 技 を つ く る

グ ル ー プ で 集 団 演 技
を ス ム ー ズ に 行 う

気 持 ち を 合 わ せ て 発 表
会 を 楽 し む

5 ○ 準 備 ○ 準 備 ○ 準 備 ○ 準 備 ○ 準 備 ○ 準 備 ○ 準 備
○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ ○ ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ

・学 習 の テ ー マ ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ① 集 団 マ ッ ト 遊 び ○ グ ル ー プ 練 習

1 0

・ み ん な で ジ ャ ン プ
・ 横 転 が り

・ み ん な で ジ ャ ン プ
・ 横 転 が り

・ 透 明 ８ の 字 と び
・ み ん な で ジ ャ ン プ

・透 明 ８ の 字 と び
・み ん な で ジ ャ ン プ

・ 透 明 ８ の 字 と び
・ み ん な で ジ ャ ン プ

・ 透 明 ８ の 字 と び
・ み ん な で ジ ャ ン プ

・ 発 表 会 に 向 け て の 最
終 練 習

・学 習 の 進 め 方 ② 感 覚 づ く り の 運 動 ② 感 覚 づ く り の 運 動 ② 感 覚 づ く り の 運 動 ② 感 覚 づ く り の 運 動 ② 感 覚 づ く り の 運 動 ② 感 覚 づ く り の 運 動

・ ゆ り か ご ・ ゆ り か ご ・ ゆ り か ご ・ゆ り か ご ・ ゆ り か ご ・ ゆ り か ご

・ か え る の 足 う ち ・ か え る の 足 う ち ・ か え る の 足 う ち ・か え る の 足 う ち ・ か え る の 足 う ち ・ か え る の 足 う ち

・ 補 助 倒 立 ・ 補 助 倒 立 ・ 補 助 倒 立 ・補 助 倒 立 ・ 補 助 倒 立 ・ 補 助 倒 立

・ ブ リ ッ ジ な ど ・ ブ リ ッ ジ な ど ・ ブ リ ッ ジ な ど ・ブ リ ッ ジ な ど ・ ブ リ ッ ジ な ど ・ ブ リ ッ ジ な ど

1 5 ○ ペ ア 練 習 ○ ペ ア 練 習 ○ ペ ア 練 習 ○ グ ル ー プ 練 習 ○ グ ル ー プ 練 習 ○ グ ル ー プ 練 習 ○ 集 団 演 技 発 表 会

・技 の 種 類 ① で き る 技 合 わ せ ① で き る 技 合 わ せ ① で き る 技 合 わ せ ・集 団 演 技 づ く り ・ 集 団 演 技 づ く り ・ 集 団 演 技 づ く り

・ 前 転 ・ 自 分 が で き る 技 ・ 自 分 が で き る 技

・集 団 演 技 の 練 習 ・ 集 団 演 技 の 練 習

2 0 ・集 団 マ ッ ト の 演 技
（Ｖ Ｔ Ｒ ）

② チ ャ レ ン ジ 技 ② チ ャ レ ン ジ 技 ・ペ ア グ ル ー プ で の
見 合 い

・ ペ ア グ ル ー プ で の
見 合 い

・ ペ ア グ ル ー プ で の
見 合 い

・ 後 転 ・ 側 方 倒 立 回 転

2 5 ○ グ ル ー プ 練 習 ○ グ ル ー プ 練 習
・学 習 の 約 束 ・ く ち リ ズ ム に 合 わ せ

て
・ く ち リ ズ ム に 合 わ せ
て

○ グ ル ー プ 練 習
・学 習 カ ー ド の 使 い
方

・ 決 め の ポ ー ズ ・ か
け 声

3 5 ○ ま と め （振 り 返 り ） ○ ま と め （ 振 り 返 り ） ○ ま と め （振 り 返 り ） ○ ま と め （ 振 り 返 り ） ○ ま と め （ 振 り 返 り ） ○ ま と め （振 り 返 り ） ○ ま と め （振 り 返 り ）

4 0 ○ 整 理 運 動 ・ 片 付 け ○ 整 理 運 動 ・ 片 付 け ○ 整 理 運 動 ・ 片 付 け ○ 整 理 運 動 ・ 片 付 け ○ 整 理 運 動 ・片 付 け ○ 整 理 運 動 ・ 片 付 け ○ 整 理 運 動 ・片 付 け

○ オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン

 
 
(2) 分析の方法 

 児童の運動への意欲の高まりを見取るために，単

元前と単元終了後にアンケート調査を行った。また，

仲間とのかかわりが深まっているかを見取るために

毎時間授業終了後に意識調査を行った。これは，高

橋健夫らが小学校高学年用に作成した「集団的形成

評価」の項目を参考に，「仲間とのかかわりについて

の意識調査」として作成したものである。この意識

調査の結果をもとに分析する。また，児童の学習中

の発言や感想もとに，「仲間とのかかわりを深める」

ことを見取る規準（表３）を拠り所にして，児童を

見取り，指導の手だてが有効であったかを考察する。 
 

表３ 仲間とのかかわりの深まりを見取る規準 

 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 分析・考察 

 仲間とのかかわりを深めることを意図した指導の 

手だてが有効であったかを三つの視点から分析・考 

察する。 

ア 「仲間と意見を出そうとしたり，受け入れよう

としたりする」視点について 

仲間と意見を出そうとしたり，受け入れようとし

たりすることができたかどうかを児童の意識調査の

結果から分析する。 
図１は，単元前・後に行った児童への意識調査の

うち「体育では，グループで話し合うとき，自分か

ら進んで意見を言いますか」の項目を取り上げて，

「はい」「どちらでもない」「いいえ」の割合をグラ

フ化したものである。グラフを見ると，単元前は「は

い」と答えた児童が９名だったのに対し，単元後に

は 26 名となり，多くの児童が進んで意見を言えるよ

うになっていることがうかがえる。 
 
 
 
 
 

図１ 「自分から進んで意見を言う」  
 
そこで，このような結果が得られた理由を「場の

設定」「教具の工夫」「教師の働きかけ」の三つの指

（学習中の発言，学習カード・体育日記の記述などを通して） 

〇「仲間と意見を出そうとしたり，受け入れようとしたりする」 
・「意見を出した」「意見が参考になった」「意見を聞いてくれた」 
「話し合えた」 

〇「仲間と励まし合い，教え合おうとする」 
・「ほめられた」「励まされた」「補助してもらった」「～を教えて

もらった」「ほめた」「励ました」「補助した」「～を教えた」 
〇「仲間のよさを認め合おうとする」 

・「○○さんが，できた」「○○さんが，上手になった」「○○さ
んが，～して頑張っていた」「○○さんが，△△さんを励まし
ていた」「○○さんが，△△さんを助けていた」「協力できた」
「仲良くできた」 

 

26

9

4

17 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単元後

単元前

はい

どちらでもない

いいえ

Ｎ＝３０人 
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導の手だてから考察する。 
＜場の設定＞ 

ペアやグループでの演技を考える時間を保障し， 

一人一人の意見が演技の中に反映されるように考え

て「演技の構成を考える場」を設定した。 

表４に示した児童の感想からは，仲間の意見を大

切にしていこうとする姿勢がうかがえる。 

 

表４ 児童の感想 

 
 
 
 
  
このことから，演技の構成を考える場を設定した 

ことは，児童が，よりよい演技づくりに向けて試行

錯誤する中で，一人一人の意見の大切さを感じさせ

ることに有効に働いたと考える。 
＜教具の工夫＞ 

ホワイトボードを話し合いの場で活用した。出た

意見をもとに，ホワイトボードに書き込んだり，修

正をしたりすることで，意見を出した児童だけでな

く，グループ全員が動きや演技の構成を視覚的に確

認し，理解することができるのではないかと考えた

からである。このホワイトボードの活用によって，

全員が動きや演技の構成についての共通理解をする

ことや，その場で何度でも，書き直しながら修正す

ることができたために，グループの話し合いが活性

化した。このことは，表５にある児童の感想からも

うかがえる。 
このことから，ホワイトボードの活用が，仲間と

意見を出そうとしたり，受け入れようとしたりする

ことに有効に働いたと考える。 
 

表５ 児童の感想 

 
 
 
 
  

＜教師の働きかけ＞ 
ここでは，教師の働きかけの有効性について，自

分から意見を出すことに苦手意識をもっているＡ児

の意識調査（図２）や感想の推移（表６）をもとに

分析する。 
 
 
 
 

 

図２ 「意見を出そうとしたり，受け入れようとした 

りする」（Ａ児） 

 
表６ Ａ児の感想の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ児の所属するグループは男女が対立し，意見が

まとまらない傾向にあった。特に，第４時には，グ

ループ内の対立が激しくなり，練習を十分に行うこ

とができなかった。そこで，第５時では，話し合い

の場面で，教師がグループに入り，児童一人一人の

出した意見に対して，「いいアイディアだね。」「いい

よ。試してごらん。」など，承認を意識した言葉かけ

を積極的に行った。教師が一人一人の意見を承認す

ることによって，Ａ児は自分が出した意見がグルー

プや教師に認められるという経験をし，第５時の感

想では，「『いいよ。』と言ってくれました。体育は，

とても楽しいです。」という記述をしている。第６時

以降も，Ａ児の所属するグループは，一人一人の意

見をまず認めるという雰囲気が次第にめばえてきた。

（第３時） 朝，先生にそうだんして，みんなは意見を言えたけ
ど，私は言えずに２回目の話し合いで私も意見を言え
ました。私は，「２人でも４人でもできることをがん
ばって協力する。」と言いました。 

（第４時） なかなか合わなくてみんなとできませんでした。ペ
アグループと協力してやって，３回目にやっとできた
けど，これからもみんなと協力して楽しい体育にして
いきたいと思いました。 

（第５時）  最初は，なかなかそろわなくてできませんでした。
だけど今日は，「みんなで回って，ハイ，ポーズ」じ
ゃあなくて，わたしは，「１，２，３，４，５，６，
７，８，」というふうにしようと，みんなや先生にそ
うだんしました。そしたら，「いいよ。」と言ってく
れました。体育は，とても楽しいです。 

（第６時） みんなと一緒に協力していろいろな技をしました。
一声運動で「がんばれ。」「あともう少しだよ。」とい
うこと一声運動は大切だということが分かりました。 

（第７時） まだ，リズムに合わないかもしれないけど，８時間
目の体育はとても楽しみです。今まで，みんなと一緒
に体育をしてきて，とても楽しかったです。 

（第８時） 集団マットをしようとする時や話し合いに，先生が
ついてくださって，いろんなアドバイスをもらいま
した。楽しかったです。 

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8

意見を大切にする

進んで意見を出し合う

３ はい 
２ どちらでもない 
１ いいえ 

（点） 

（時） ○ 困ったことがありましたが，S さんがナイスアイデアを出し
てくれました。女子は前転をするから，男子は側転をしたらと
いってくれました。班がまとまってよかったです。だから，み
んなが協力すれば，何でもできるんだなと思いました。 

○ 班で，口げんかみたいになったけど，意見を大切にして練習
をしました。スムーズにするために，固く考えず，簡単に考え
て演技をつくりました。 

○ 今までとはちがって，演技をどうすればいいのかを書くホワ
イトボードに，今までは加えていなかったけど，技を加えてみ
ました。そしたら，いいのができたから，どんどん工夫してい
きたいです。 

○ ホワイトボードに書いたみたいに，本当にやってみました。
「はじめ」は，よかったですが，「なか」と「おわり」はやめ
ました。「なか」で足があたったからです。なので「なか」は，
集まるではなく，「首倒立」にしました。で「おわり」は，二
人が補助倒立で二人が首倒立にしました。上手くいきました。
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Ａ児は，単元終了時の，集団マットの学習で「うれ

しさや楽しさを一番感じたことは何ですか」という

問いに対して，「みんなで一緒に考えたり，意見を出

し合ったりしたこと」と答えた。 
このことから，グループでの話し合いの中で，一

人一人の意見を聞いて認めるという教師の言葉かけ

が，仲間と意見を出そうとしたり受け入れようとし

たりすることに，有効に働いたと考える。 
イ 「仲間と励まし合い，教え合おうとする」視点 
について 
仲間と励まし合い，教え合おうとすることができ

たかどうかを児童の意識調査の結果から分析する。 
図３は，毎時間授業終了後に行った児童の意識調 

査のうち「グループの友達を補助したり，アドバイ

スしたりすることができましたか」「グループの友達

をほめたり，励ましたりしましたか」の二つの項目

を取り上げて，クラス全体の平均値をグラフ化した

ものである。まず，「グループの友達を補助したり，

アドバイスしたりすることができましたか」の項目

のグラフを見ると，第１時では「2.35」だったもの

が，第８時では，「2.97」となり，ほぼ全員が「でき

た」ことがうかがえる。「グループの友達をほめたり，

励ましたりしましたか」の項目についても同様に，

時間の経過とともに徐々にできてきていることがう

かがえる。 
 

 

 

 

 

 

 図３ 「仲間と励まし合い，教え合おうとする」 

 
そこで，このような結果が得られた理由を「場の 

設定」「教具の工夫」「教師の働きかけ」の三つの指

導の手だてから考察する。 
＜場の設定＞ 

ペアグループをつくり，互いの演技を見合う場を

設定することにより，教え合いや励まし合いができ

るようにしようと考えた。その結果，各グループが

よりよい演技づくりに向けて，互いの「くちリズム」

を伝え合うなど，協力する場面が見られるようにな

り，演技後には「どうだった？」「うまくできてた？」

と演技のつながりや技の正確さについての評価を求

める声も出てきた。また，「あのグループのようにや

ればいいんだ。」「そういう回り方もあったんだ。」な

ど，ペアグループから学ぶことを意識した発言があ

ったり，感想が見られたりした（表７）。  
 

表７ 児童の感想 

 
 
 

 
このことから，「見合いの場」を設定したことが，

仲間と励まし合い，教え合おうとすることに有効に

働いたのではないかと考える。 
＜教具の工夫＞ 
図４に示したような，「技のポイントカード」を全

ての児童に配付することによって，運動過程におけ

る，どの場面でどのような言葉をかけてあげられる

のかということを，具体的に理解できるようにした。 
このことにより，それまで，運動を得意とする児

童が運動を苦手とする児童へ教えるという一方向だ

けの活動が見られがちであったが，運動を苦手とす

る児童からも「足を伸ばして。」「脇をしめて。」「手

のひらは，上に向けて。」など，具体的な言葉による

アドバイスが行われるようになり，教え合いという

活動が双方向に見られるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 「技のポイントカード」の例 

1

1.5

2

2.5

3

1 2 3 4 5 6 7 8

補助・アドバイス

ほめ・励まし

Ｎ＝３０人 

３ はい 
２ どちらでもない 
１ いいえ 

（点） 

（時） 

（点） 

○ ペアグループで見合いました。とてもよい感想を言ってもら
いました。息が合っているからこそこんなに美しい演技が生ま
れるんだなと思いました。今日の体育は，とっても楽しかった
です。 

○ 私は，ペアグループの演技をじっくり見て「後転は，そうす
れば上手くできるのか」と思いながら見ていました。 
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＜教師の働きかけ＞ 
教師の働きかけの有効性について，運動を苦手と

するＢ児の意識調査（図５）や感想の推移（表８）

をもとにして考える。 
 第５時において，演技のリズムについていけなか 
ったＢ児は，ペアグループから「Ｂさんだけがおく 
れていたよ。」「もう少し早く回って。」という指摘を 
受けた。このことが，Ｂ児のうまくできないのでは 
ないかという不安を，さらにつのらせることになっ 
てしまい，その結果，泣き出してしまった。そこで， 
すぐにペアグループを集め，Ｂ児の頑張りについ 
ても認めていくように「Ｂ児のよさも見つけてあげ 
てね。」という言葉かけを行った。 
 
 
 
 
 
図５ 「友達とお互いに教えたり，助けたりしました 

か」（Ｂ児） 

 
表８ 運動に苦手意識をもっているＢ児の感想の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
しかし，第５時のＢ児の「友達とお互いに教えた 

り，助けたりしましたか」についての意識調査の結

果は「１」であった。教師がＢ児の不安を取り除こ

うと意図する言葉かけをしたにもかかわらず，この

ような結果になったのは，教師の言葉かけに具体性

がなく，抽象的であったからだと考えた。 
そこで，第６時の授業の始めに，「一声運動『肯定

的なかかわり方のポイントを具体的な表現で提示し，

学習カードに記載したり，黒板に掲示したりして学

級全体に意識付けられるようにしながら，積極的に

友達に声をかけることを目標とした運動（表９）』」

の内容を学級全体で振り返ることにした。その中で

も，特に「友達がやる気をおこすような言葉をかけ

よう」という内容について確認し合った。さらに，

教師も自らグループを回りながら「しっかりポーズ

を決めて。」「すばらしいよ。」「支持しているからや

ってごらん。」「もうできるよ。」など，技能に関する

助言と運動結果に対する賞賛や自信をもたせるよう

な具体的な言葉かけを積極的に行った。 
Ｂ児は，第６時の感想にもあるように，「アドバイ 

スのおかげでできました。」「すごいじゃん，できた

じゃん。」などの，言葉かけをしてもらい，そのこと

を「うれしかったです。」と表現している。また，意

識調査の結果も「３」になっている。さらに，第７

時の感想からは，「いいよ，その調子。」「よかったよ。」

という言葉をかけてもらっただけでなく，「私も，い

いところを言ってあげたい。」という自分から進んで

仲間とのかかわりをもとうとする内容の記述も見ら

れるようになった。第８時では，全員でかけ声をか

けることによって，喜びを表現するハイタッチをす

るなど，Ｂ児の運動に対する積極性がうかがえた。 
 
     表９ 「一声運動」の内容 

　『一 声 運 動 ！ ！ 開 始 』
　○ 　友 だ ち が や る 気 を お こ す よ うな 言 葉 を か け よ う 。
　　 　「す ご い ！ 」「ナ イ ス ！ 」「うま い 」「き れ い 」
　　 　「い い よ 」「そ の 調 子 」「平 気 平 気 」「ドン マ イ 」
　○ 　男 女 関 係 な くみ ん な で 助 け 合 お う。
　　 　「２ 人 組 で ，む り な と き は ３人 や ４人 で ほ じ ょ し 合 お う」
　○ 　成 功 し た と き は ， 喜 び を 表 そ う。
　　 　「ハ イ タ ッチ 」「ガ ッツ ポ ー ズ 」「拍 手 」「声 か け 」「握 手 」

 
 
以上のことから，教師が運動結果に対する賞賛や

技能に関する助言などを積極的かつ具体的に行った

ことや子ども同士で「やる気をおこすような言葉か

けをしていこう」という「一声運動」を励行したこ

とや，どんな言葉を言えばよいのかを具体的に示し，

（第２時）  ペアでＷさんとで楽しかったです。 
（第３時）  Ｆ君は，速くて合わなくて，いろいろきめても合い

ませんでした。Ｗさんが帰ってきて，３人だからうま
くいきました。よかったです。分かったことは，協力
しないとうまくいかないことです。 

（第４時）  最初は合わなかったけど，声を入れたら合いまし
た。楽しかったです。アシストはＦ君です。理由は「練
習しよう」とできないときに言ってくれたからです。

（第５時）  ペアの班に見てもらうとき「Ｂさんは，おくれたり
して，できてないよ。」と言われて泣いてしまいまし
た。その時，Ｗさんがなぐさめてくれました。 

（第６時）  側転の練習をしました。前は，できなかったけど，
ゴムをもってくれているＷさん・Ｉさんのアドバイス
のおかげでできました。できた時も「すごいじゃん，
できたじゃん」と言ってくれました。うれしかったで
す。８班の人に見てもらうとき成功したと思います。

（第７時）  グループでホワイトボードをみて話し合ったこと
を練習しました。一人ずつやって先生もアドバイスを
くれました。Ｗさんも「いいよ，その調子」といって
くれました。兄弟班も「よかったよ」とかいいことば
かりでした。私も，いいところを言ってあげたいです。

（第８時）  いよいよかけ声です。「７班！」はＷさん，「協力」
私とＷさん，「努力」Ｉ君，「がんばるぞ！！」が全
員。そのかけ声で気合が入りました。発表が上手くい
って「成功した。」と思って「ハイタッチ」を思いっ
きりしました。教えてもらった技をずっと使っていき
たいです。 

1

2

3

1 2 3 4 5 6 7 8

３ はい 
２ どちらでもない 
１ いいえ 

（時） 

（点） 



 - 15 -

紹介したことが，教え合ったり，励まし合ったりす

る言葉かけの活性化に有効に働いたと考える。 
ウ 「仲間のよさを認め合おうとする」視点につい   
て 
仲間のよさを認め合おうとすることできたかどう

かを児童の意識調査の結果から分析する。 
図６は，毎時間授業終了後に行った児童の意識調 

査のうち「友達のよさや頑張りを見つけることがで

きましたか」の項目を取り上げて，クラス全体の平

均値をグラフ化したものである。このグラフを見る

と，第１時では「2.63」だったものが，第８時では，

「2.97」となり，ほぼ全員が「できた」ことがうか

がえる。 
 
 
 
 
 
図６ 「友達のよさや頑張りを見つけることができま

したか」 
 
そこで，このような結果が得られた理由を「場の 

設定」「教具の工夫」「教師の働きかけ」の三つの指

導の手だてから考察する。 
＜場の設定＞ 

「ナイスファイト」（意欲面）「ナイスアシスト」

（仲間とのかかわり）などの観点から学習カードに

記入し，全体で賞賛し合うことのできる，「振り返り

の場」を設定した。 
 

表 10 体育日記 

 
 
 
 
 
 
このことにより，次第に認め合う雰囲気が生まれ，

発表に対して大きな拍手も自然に出るようになって

きた。また，表 10 の体育日記のように，全体の場で

仲間に認められることによって喜びを感じ，その結

果，運動に積極的に取り組む児童も出てきた。 
このことから，この場の設定が，認められること

のすばらしさ，よさや頑張りを伝え合うことの大切

さをクラス全体で実感することにつながり，仲間の

よさを認め合うことに有効に働いたと考える。 
＜教具の工夫＞ 
毎時間グループの仲間やペアグループのよかった

点について書き込むことができるように，学習カー

ドを工夫した。学習カードに記入したことを，授業

終了後に教師が見ることで，授業中に見落としてい

た児童のよさや頑張りを発見することができ，次の

時間に，賞賛することができたり，頑張りを評価し

たりすることに役立った。 
＜教師の働きかけ＞ 
毎時間終了時に，グループの仲間やペアグループ

のよかった点について発表させていたが，第３時ま

では，児童の発言が非常に少なかった。また，発言

内容も，「後転ができていた。」「側転ができていた。」

という，「できた」ことについてであった。  
そこで，「できたことだけでなく，できなくても一

生懸命やってきたことが大切なんだよ。」という助言

を行った。さらに，第４時においては，課題に対し

積極的に取り組んでいる児童や，仲間に対しての助

言や補助，賞賛や励ましなどの発言や行動に対して，

教師が賞賛する言葉かけをより積極的に行い，全体

にも紹介していった。 
すると，第５時には，挙手も多くなり，発言も「し

っかり声を出して，リズムをとってくれたのでうれ

しかったです。」「ペアグループの人が，難しい技に

何度も挑戦していました。」「困っているとき，いろ

んなアドバイスをもらって，助かった。」「できたと

き，『よかったね。』と言ってもらって，うれしかっ

たです。」など，仲間のよさを見つけたことや仲間か

ら頑張っていることをほめられた喜びについてなど，

具体的に記述した内容になってきた。 
このことから，技ができた，できないということ

にかかわらず，教師が運動に取り組む前向きな姿勢

を取り上げて，全体の場で賞賛したことが，児童の

認め合いを活性化させることに有効だったと考える。 

2

2.5

3

1 2 3 4 5 6 7 8

Ｎ＝３０人 

３ はい 
２ どちらでもない 
１ いいえ 

（時） 

（点） 

○ 今日の目標は，応援する，アドバイスをするでした。Ｔさん
は，足うちが５回できていました。ぼくも，Ｔさんのように上
手になりたいです。最後のナイスファイト，ナイスアシストで
Ｓくんがぼくのことを言ってくれたのでうれしかったです。 

○ 今日の体育は，楽しかったです。なぜなら，ほめられたから
です。ぼくは，骨折して体育ができなかったけど，声だけでも，
がんばろうと思って，がんばりました。がんばって，がんばっ
てがんばりまくりました。そしたら，５班で一番かつやくした
とナイスアシストで言ってもらえたから，うれしかったです。
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エ 運動への意欲の高まりについて 

 単元前と単元終了後に行ったアンケート調査の結

果（図７）と児童の感想（表 11）から，児童の運動

への意欲の高まりを分析・考察する。 
 

 

 
 

 

図７ 「自分で進んで運動をする」 

 

表 11 運動が苦手な児童の感想（単元終了後） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
「自分で進んで運動をしましたか」の項目のグラ

フにおいて，単元前では，運動を苦手とする２名の

児童（Ｂ児,Ｃ児）が「いいえ」と答え，消極的な態

度を示していた。しかし，単元後には，２名とも「は

い」と答えており，学習に対する姿勢の変容が見ら

れた（図７）。この２名の変容を単元終了後の感想（表

11）から考察する。 

まず，Ｂ児については，仲間と話し合ったり励ま

されたりすることで，運動することの楽しさや喜び

を実感し，「できた」という達成感を味わっているこ

とがうかがえる。次に，Ｃ児については，友達の具

体的なアドバイスにより，できなかった技がもう少

しでできそうだという手ごたえを感じ，次の技への

挑戦意欲につながっている姿がうかがえる。 

上記のことから，運動を苦手とする児童にとって

は，仲間とのかかわりを深めることを通して運動へ

の意欲を高めることができたのではないかと考える。 

 

Ⅳ 成果と課題 

１ 成果 

○ 今回の研究を通して，教師の言葉かけが仲間と

のかかわりを深めることに，重要な関係があるこ

とが分かった。そこで，どのような言葉かけが必

要であるのかを六つの項目に分類し，教師の言葉

かけの例として表にまとめた（表 12）。 
  今後は，この表をもとに，いつどのような場面

で効果的に働くのかを考えていきたい。 
 

 表 12 教師の言葉かけの例 

がんばれ・見ているからやってごらん・支持してあげ
るよ・リズムをとってみるよ

項目

自信をもたせる助言

励まし・援助

目標の提示

技能向上の助言

賞賛

承認

教師の言葉かけ

10回やってみよう・1回でやってみよう・みんなで合
わせよう・同時にやってみよう・順番にやってみよう

目線は前・背中を丸めて・足は腰より高く・ポーズも
決めよう・リズムに合わせて・タイミングを合わせ
て・リズムをとって

いいよ・今のオッケイ・いいね・今の感じ・そう，そ
う・その感じだよ・合ってきたよ・そろってきたよ

ちゃんとできているよ・もういけるよ・それで十分だ
よ・みんなできているよ・チームワークがいいね

すばらしい・上手だよ・きれいだよ・かっこいいよ
・完璧だ・助け合っているね・よく声が出ているよ
・ぴったりだよ・ナイス

 
 
○ 運動を苦手とする児童にとって，仲間とともに

課題に挑戦したり表現したりすることで，今もっ

ている力でさらに豊かな楽しさを味わうこができ

たことや練習場面や発表会などを通して，自分の

技が集団演技の中で生かされると実感できたこと

が，運動への意欲の高まりにつながったと考える。 

２ 課題 

○ 今回の研究では，運動の苦手な児童については，

成果を確認することができたが，運動の得意な児

童にとって，仲間とのかかわりを深めることが運

動への意欲の高まりにつながっていたかどうかに

ついては，分析が不十分であった。今後は，運動

の得意な児童についても運動への意欲の高まりに

つながっていくのかについて追究していきたい。 
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（Ｂ児） 
前までの体育は，発表とかは，なかったけど，先生の体育は，

班で発表や話し合いがあって，とても楽しくなりました。でき
ないときにはげましてくれる友達がいるのがうれしいです。
（中略）発表が終わって「成功した。」と心の中で思いました。
よかったです。 
（Ｃ児） 

私は，今までできなかった後転が，あと少しでできるように
なりました。班のアシストと先生の協力で，何とか回って立ち
上がれるようになりました。回ったとき，「つま先が，もうち
ょっと早くマットについたら，できるよ。」と友達に言われて，
練習をしています。今，習ってきたことをもとに，がんばろう
と思います。がんばって練習したらできるようになって，新し
い技にちょうせんしていきたいです。 
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